
干
上
が
っ
た 
相
当 
ダ
ム
の
様
子

そ
う
と
う

（
平
成
6
年　

月
撮
影
）
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満
水
状
態
の
相
当
ダ
ム

　
（
こ
と
し
8
月
撮
影
）

水
道
事
業
の
現
状

　

佐
世
保
市
は
、
地
形
的
に
山
が
海
に

迫
り
、
大
き
な
河
川
に
恵
ま
れ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
雨
水
が
十
分
に
た
ま
ら
ず
、

小
規
模
な
6
つ
の
ダ
ム
と
、
流
量
が
不

安
定
な
河
川
か
ら
の
取
水
に
頼
っ
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

水
資
源
確
保
の
た
め
の
対
策

　

市
で
は
、
大
渇
水
を
機
に
水
資
源
確

保
に
取
り
組
み
、
短
期
・
中
期
・
長
期

の
対
策
を
策
定
し
ま
し
た
。

短
期
対
策

①
川
棚
川
暫
定
豊
水
施
設　

　

川
棚
川
の
流
量
が
豊
富
な
と
き
に
、

そ
れ
ま
で
の
1
日
の
取
水
量
1
万
5
千

立
方
�
と
合
わ
せ
て
、
最
大
2
万
立
方

�
を
取
水
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

（
平
成
8
年
7
月
完
成
）

②
小
森
川
取
水
安
定
施
設

　

小
森
川
に
貯
水
量
2
万
6
千
立
方
�

の 
可
動
堰 
を
建
設
。

か
ど
う
ぜ
き

（
平
成
9
年
3
月
完
成
）

③
菰
田
導
水
増
圧
施
設

　

菰
田
ダ
ム
か
ら
の
導
水
能
力
を
向
上

さ
せ
る
た
め
、
導
水
管
に
増
圧
ポ
ン
プ

を
設
置
し
ま
し
た
。

（
平
成
9
年
7
月
完
成
）

④
南
北
融
通
施
設

　

南
北
水
系
の
格
差
を
解
消
す
る
た
め

に
、
北
部
水
系
か
ら
南
部
水
系
へ
日
量

6
千
立
方
�
の
送
水
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。（
平
成
9
年
8
月
完
成
）

　

中
期
対
策

○
下
の
原
ダ
ム
再
開
発

　

か
さ
上
げ
に
よ
る
貯
水
量
の
増
加
が

図
れ
な
い
か
、
平
成
7
年
度
か
ら
調
査

を
開
始
し
ま
し
た
。
平
成　

年
度
に
は
、

12

国
か
ら
の
水
道
事
業
の
変
更
認
可
と
県

か
ら
の
水
利
権
の
許
可
を
受
け
ま
し
た
。

　

現
在
、
導
水
施
設
の
移
設
な
ど
の
工

事
に
取
り
掛
か
っ
て
い
ま
す
。
平
成　
15

年
度
か
ら
は
本
体
工
事
に
着
手
す
る
予

定
で
す
。　

　
 

 

 

  

　
  長

期
対
策　

○
石
木
ダ
ム
建
設

　

川
棚
町
に
県
が
計
画
し
て
い
る
多
目

的
ダ
ム
で
、
完
成
す
れ
ば
1
日
6
万
立

方
�
の
水
道
用
水
が
確
保
で
き
ま
す
。

　

一
部
の
地
元
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
賛

同
が
得
ら
れ
ず
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
が
、
1
日
も
早
い
完
成
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

お
尋
ね　

水
道
局
総
務
課

　
　
　
　
（
�
�
1
1
5
1
）　　
　
　

制
限
給
水
は
「
佐
世
保
の
名
物
」

　

佐
世
保
市
は
、
地
形
的
に
大
き
な
河

川
に
恵
ま
れ
ず
、
水
資
源
に
乏
し
い
の

で
、
こ
れ
を
い
か
に
克
服
す
る
か
が
昔

か
ら
の
課
題
で
し
た
。

　

戦
前
は
、
海
軍
所
有
の
ダ
ム
か
ら
市

民
へ
給
水
し
て
い
ま
し
た
が
、
天
気
が

続
け
ば
海
軍
か
ら
す
ぐ
に
制
限
給
水
の

命
令
が
出
ま
し
た
。

　

敗
戦
後
、
米
軍
が
進
駐
し
て
い
た
と

き
は
、
米
軍
に
は
制
限
給
水
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
市
民
は
し
ば
し
ば
制
限

給
水
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
米
軍
基
地
も
縮
小
さ
れ
、

川
谷
ダ
ム
や
下
の
原
ダ
ム
が
完
成
し
て
、

あ
る
程
度
給
水
が
安
定
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
供
給
人
口
か
ら
考
え
る
と
ま
だ

ま
だ
足
り
ず
、
佐
世
保
か
ら
制
限
給
水

が
な
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

佐
世
保
の
水
は
お
い
し
い

　

市
外
か
ら
来
た
人
か
ら
、
佐
世
保
の

水
は
お
い
し
い
と
聞
く
こ
と
が
よ
く
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
佐
世
保
の
水
源
地

周
辺
の
山
林
な
ど
の
状
態
が
、
昔
か
ら

良
い
状
態
で
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
た

め
だ
と
思
い
ま
す
。

地
元
住
民
と
の
心
と
心
の
ふ
れ
あ
い

が
大
切
で
す

　

現
在
あ
る
6
つ
の
ダ
ム
は
、
す
べ
て

旧
市
外
に
建
設
し
た
も
の
で
す
。
当
時

か
ら
ダ
ム
建
設
に
は
大
変
な
苦
労
が
あ

り
ま
し
た
。
ダ
ム
建
設
は
地
元
住
民
の

協
力
無
し
で
は
完
成
し
ま
せ
ん
。
お
互

い
に
尊
重
し
合
い
、
犠
牲
者
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
が
大
切
で
す
。

都
市
の
発
展
に
は
水
が
一
番
大
事

　

水
は
日
常
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
、
命
の
次
に
大
事
な
も
の
で
す
。

　

都
市
の
発
展
は
、
水
道
に
よ
っ
て
い

か
に
市
民
に
不
自
由
を
与
え
な
い
で
、

安
価
な
水
を
安
定
し
て
供
給
す
る
か
に

掛
か
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
い
い
と
思

い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
水
資
源
に
乏
し
い

佐
世
保
は
、
新
し
い
ダ
ム
を
造
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
地
元
の
方
へ
感
謝
の
念

を
持
っ
て
、
石
木
ダ
ム
建
設
事
業
を
進

め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
「
水
を

大
切
に
」
使
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

　

　                 99 月月 66日日はは

「「「「「「「「「「水水水水水水水水水水をををををををををを大大大大大大大大大大切切切切切切切切切切ににににににににににすすすすすすすすすするるるるるるるるるる日日日日日日日日日日」」」」」」」」」」「水を大切にする日」
　

平
成
6
年
の
夏
、
佐
世
保
市
は
百
年
に
一
度
と
い
わ
れ
た
大
渇

水
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。　

同
年
9
月
6
日
、
市
内
全
域
で
制
限

給
水
に
入
り
、
期
間
は
二
百
六
十
四
日
間
に
も
及
び
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
の
大
渇
水
時
の
経
験
を
忘
れ
な
い
よ
う
、
9
月
6

日
を
「
水
を
大
切
に
す
る
日
」
と
し
て
、
水
の
有
効
利
用
と
節
水

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

佐
世
保
市
に
と
っ
て
水
資
源
の
確
保
は
重
要
な
課
題
で
す
。
こ

の
日
を
機
会
に
、
い
ま
一
度
「
水
の
大
切
さ
」
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

増加分かさ上げ後現　在項　目

5.936.530.6　ダム高（�）

4.618.614.0有効水深（�）

863,0002,182,0001,319,000有効貯水量（�）

下の原ダムかさ上げの概要

事業が完了すると、有効貯水量の増加分で佐世保

市の平成 13年度 1日平均配水量（81,000�）の

約 10日分が確保できるようになります。

現在の下の原ダム（ことし 8月撮影）

下の原ダムの放水口側では現在、導

水施設の移設などの工事中

石木ダム完成予想図

　

日
本
水
道
協
会
特
別
会
員
で
「
佐

世
保
と
水
」
の
著
者
で
も
あ
る 
永
元 

な
が
も
と

 
為
市 
さ
ん
に
、
佐
世
保
の
水
道
に
つ

た
め
い
ち

い
て
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。　

永元為市さん（長尾町在住）、
元佐世保市水道局長（昭和
38年～ 46 年在任）

川棚川暫定豊水施設

小森川取水安定施設南北融通施設（折橋配水池）
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